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1 は じ め に

山形県では平成 16年度に極小粒大豆である「すずかお

り」を県の認定品種として導入し,作付けの振興を図つてい

る。「すずかおりJは東北農業研究センターで育成され,SMV

抵抗性 ABCDを有し,外観品質に優れ,早生で倒伏に強

いなど優れた形質を備えている。
1)

県内では小粒・極小粒大豆の栽培事例が少なく,栽培技

術の早急な確立が求められている。本試験では,過去年次

の現地試験データの解析と,密植による形態の変化やポ葵

数,百粒重の変動等について調査し,栽培特性の把握と高

品位安定生産に向けた栽培指標の作成を行つた。

2.試 験 方 法

く試験1>現地試験データの解析による栽培特性の解明

1)平成 12年～17年度の山形県大豆奨励品種決定調査

等の現地試験データ42点について,以下の項 目で解析

を行つた。①作期(播種期,開花期,成熟期)②裁植密

度 ③成熟期の形態。構成要素(主茎長,ご奏数,主茎

節数,分枝数)④収量および品質

く試験2>裁植密度と生育,収量の変動

1)耕種概要①土壊条件 :農業研究センター内 普通畑

(褐色森林土)②播種期:標播6月 7日 ,晩播6月 20日

③施肥:化成肥料(5-15-20)を 用いて窒素成分0 25kg/a

を施肥。④播種方法:機械播き(クリーンシーダー),畝間

65cmとし,株問及び1株本数で裁植密度を調整した。

2)試験区の構成

3 試験結果及び考察

(1)「すずかおり」の栽培特性

山形県の標準的な作期となる6月 5日 播種では,開花期

は 7月 31日 ±2日 ,成熟期 10月 10日 ±3日 となり,リュウ

ホウ並の熟期となつた。現地の施肥条件は,中粒大豆と同

程度でa当たりの施肥成分量は窒素 0 25kg,リ ン酸 0 75kg,

加里 1 00kgと した事例が多く,基肥の増量や追肥による増

収効果は判然としなかつた。裁植密度は 8～ 20本/nfで ,

子実収量は 9～35kg/aで 変動し,特に栽植密度が 10本

/nf未満ではnf奏数の不足から,著しい低収となつた事例

がみられた(図 1)。 百粒重は 101gで粒大は極小である。

但し,年次間や地域間の格差が大きく8～ 128で変動した。

県内全域で褐斑粒の発生はみられず,外観品質は良好で

ある。但し,平成15年の低温年次には,子実の青みが残り,

未熟粒の混入により品質が低下した。

(2)裁植密度と生育,収量の変動

平成17年に場内の普通畑で実施した試験では,裁植密度

の増加にともなつて主茎長は長くなり,最下着奏位置は上

昇した(変動幅は 77～ 13 2cm)。 また、栽植密度を高めるこ

とでnf奏数,子実収量は増加する傾向にあるが,25本/ば

以上の密植では,倒伏が助長されることやぽ奏数が過剰と

なり,百粒重や粒揃いの低下により,収量・品質は伸びなか

った。ポ葵数は栽植密度と相関が高くなつた。子実重は百

粒重,分枝数と正の相関がみられた(表 2)。

栽植密度を変えたものについて,子実の粒度分布を調

査したものが図2である。極小粒の区分となる 49～5 5mm

の比率は,百粒重が増大するに従つて低下する。極小粒比

率が60%程度となるのは百粒重で10g程度であつた。また,

これらについて,成熟後の種皮の色や品質について,完全

落葉後の日数,積算気温別に調査した。完全落葉から概

ね7～ 10日 後で青みを感じさせる粒の比率は10%程度に

低下した。この間,しわ粒や被害粒の増加はみられなかつ

た。
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試験1,2より「すずかおり」の栽培特性を踏まえ,日 標収量

25kg/aと した場合の基本指標 (表 3)を作成した。また,栽

培に当たつては以下の点に留意する必要がある。①裁植密

度は6月 上旬で 12～ 15本/ば,6月 中旬で 15～20本/ポ程

度の密植とする。②密植により主茎長は長くなるが,最下着

奏高は高まりにくいため培上の高さは通常より低めとする。

③収穫時の青未熟粒の混入に留意し,完全落葉から7～

10日 以降を収穫の目安とする。

今後は,よ り高品質な生産に向けて,百粒重や粒度の安

定化技術の開発に取り組んでいく必要がある。
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表2各要素の相関関係
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図2百粒重と極小粒(49～ 5 5mm)割合

注:平成17年度、農研センター裁植密度試験テ・―夕より作成

図3落葉後 日数と青未熟子実割合

注:平成17年度、農研センター裁植密度試験データより作成

表3「すずかおり」基本指標

播種期   6月 5日

開花期   7月 31日

成熟期   10月 8日

主茎長   57cm
全重  600kg/10a以 上

ポ業数  1500～ 2000ヶ

収量    250kg/10a
百粒重   105g
栽植密度  12～ 15本/市
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表 1 裁植密度と成熟期の生育・収量
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率は圃場内で部分倒伏力い た。
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